
拝啓　寒さ厳しき折、皆様にはいかがお過ごしでしょうか。
さて、このたびは、恩師の〇〇先生がご逝去されたと伺い、言葉を失うほどの深い悲しみに包まれております。
あまりにも突然のことで、ただ驚くばかりでございます。

〇〇先生には、学生時代より多くのご指導と励ましを賜り、そのお言葉の一つひとつが今も私の心の支えとなっております。温かく包容力に満ちたお人柄に、どれほど救われたことか計り知れません。

これほど立派なお方を失われたご家族の皆様のご悲嘆はいかばかりかと拝察いたします。どうかお心落としのことなく、先生のご遺志を胸に健やかにお過ごしになられますようお祈り申し上げます。

〇〇先生のご功績と教えは、教え子である私たちの胸の中に、これからも深く生き続けてまいります。
心よりご冥福をお祈り申し上げ、謹んでお悔やみ申し上げます。
まずは書中にて哀悼の意を表します。
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